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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 21,905 22.5 1,516 75.4 1,585 65.8 1,119 69.7

2021年3月期第3四半期 17,880 △3.8 864 △8.8 956 △7.2 659 △5.9

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　1,327百万円 （20.0％） 2021年3月期第3四半期　　1,106百万円 （31.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 259.31 ―

2021年3月期第3四半期 152.49 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 29,331 19,191 65.4

2021年3月期 27,230 18,361 67.4

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 19,191百万円 2021年3月期 18,361百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 100.00 100.00

2022年3月期 ― 0.00 ―

2022年3月期（予想） 110.00 110.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,500 13.8 1,720 35.2 1,810 30.7 1,270 33.8 293.56

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注)会計基準等の改正に伴う会計方針の変更につきましては、添付資料６ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(３)四半期連結財務諸表に関す

る注記事項(会計方針の変更)」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 5,000,000 株 2021年3月期 5,000,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 697,743 株 2021年3月期 673,043 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 4,317,363 株 2021年3月期3Q 4,325,986 株

(注)「従業員向け株式交付信託」が保有する当社株式を自己株式に含めて記載しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達

成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び

業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。

決算補足説明資料は、当社ウェブサイトに掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国の個人消費や設備投資の回復が加速し、欧州では経済正常

化の動きがみられ、電子・通信機器業界等の景況感は好調であったものの、世界的な半導体・資材不足により自動

車生産の分野においては停滞感がありました。さらに、新型コロナウイルス感染症の再拡大が東南アジアを中心と

したサプライチェーンの混乱を招き、回復傾向にあった世界経済は足踏み状態となり、依然として先行きが不透明

な状況が続いております。また、日本経済においては、新型コロナワクチン接種率の増加や段階的な行動制限の解

除により、個人消費や企業の設備投資マインドは回復基調で推移しました。

このような経済環境下における当社グループの販売は、半導体需要の高まりにより、電子部品や半導体及び半導

体・液晶製造装置を製造する得意先への販売が好調に推移してまいりました。加えて、あらゆる産業で人手不足に

よる生産性向上を目的とした自動化機器・装置の需要が拡大したことから、電気・機械製造業に関する得意先への

販売も前年同期を大きく上回る額で推移いたしました。一方で、半導体不足や部品の入手難等により自動車生産台

数の回復が遅れていることから、自動車・車載部品に関連する得意先への販売額は、伸び悩む状況が継続しており

ます。

以上の結果、売上高は219億５百万円(前年同四半期比22.5％増)、営業利益は15億16百万円(前年同四半期比75.4

％増)、経常利益は15億85百万円(前年同四半期比65.8％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は11億19百万円

(前年同四半期比69.7％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末比2.0ポイント減の65.4％となりました。

(資産)

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して21億円(7.7％)増の293億31百万円とな

りました。

流動資産は、前連結会計年度末比18億11百万円(8.7％)増の225億98百万円となりましたが、現金及び預金の増

加(２億86百万円)、受取手形及び売掛金の増加(12億45百万円)、電子記録債権の増加(１億74百万円)、商品の増

加(１億22百万円)が主な要因となっております。

固定資産は、前連結会計年度末比２億89百万円(4.5％)増の67億33百万円となりましたが、投資その他の資産の

増加(２億71百万円)が主な要因となっております。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して12億70百万円(14.3％)増の101億39百

万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末比11億80百万円(14.1％)増の95億78百万円となりましたが、電子記録債務の増

加(10億25百万円)、短期借入金の増加(３億79百万円)が主な要因となっております。

固定負債は、前連結会計年度末比89百万円(19.0％)増の５億61百万円であり、特記すべき事項はありません。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上(11億19百万円)によ

る増加や、前期決算の剰余金の配当(４億33百万円)による減少などにより、前連結会計年度末と比べ８億30百万

円(4.5％)増の191億91百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の業績予想につきましては、2021年11月４日付の当社「業績予想及び配当予想の修正に関するお知

らせ」において発表しました業績予想に変更はありません。

なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、実際の業績は

様々な要因により予想値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,173,132 10,460,083

受取手形及び売掛金 7,156,350 8,401,636

電子記録債権 3,006,955 3,181,533

商品 368,339 490,993

その他 82,029 63,822

流動資産合計 20,786,807 22,598,069

固定資産

有形固定資産 1,989,001 1,966,371

無形固定資産 175,830 216,994

投資その他の資産 4,278,877 4,550,036

固定資産合計 6,443,708 6,733,402

資産合計 27,230,515 29,331,472

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,148,290 3,048,372

電子記録債務 4,448,058 5,473,965

短期借入金 - 379,720

未払法人税等 261,065 218,859

引当金 182,410 73,500

その他 358,167 384,181

流動負債合計 8,397,993 9,578,600

固定負債

引当金 - 6,758

その他 471,267 554,259

固定負債合計 471,267 561,018

負債合計 8,869,260 10,139,618

純資産の部

株主資本

資本金 1,148,000 1,148,000

資本剰余金 1,097,245 1,131,472

利益剰余金 16,227,923 16,914,174

自己株式 △1,219,286 △1,317,359

株主資本合計 17,253,881 17,876,286

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,067,291 1,181,245

為替換算調整勘定 40,081 134,320

その他の包括利益累計額合計 1,107,373 1,315,566

純資産合計 18,361,255 19,191,853

負債純資産合計 27,230,515 29,331,472
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 17,880,014 21,905,321

売上原価 15,350,748 18,601,220

売上総利益 2,529,265 3,304,100

販売費及び一般管理費 1,664,566 1,787,776

営業利益 864,698 1,516,324

営業外収益

受取利息 4,335 3,504

受取配当金 31,951 34,975

仕入割引 27,431 37,039

その他 36,338 14,623

営業外収益合計 100,057 90,142

営業外費用

支払利息 3,107 1,398

為替差損 3,573 17,186

その他 1,656 2,020

営業外費用合計 8,337 20,605

経常利益 956,418 1,585,861

特別利益

投資有価証券売却益 - 4,305

特別利益合計 - 4,305

特別損失

投資有価証券評価損 1,227 -

特別損失合計 1,227 -

税金等調整前四半期純利益 955,191 1,590,166

法人税、住民税及び事業税 261,737 439,992

法人税等調整額 33,797 30,636

法人税等合計 295,534 470,629

四半期純利益 659,656 1,119,536

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 659,656 1,119,536

　



株式会社鳥羽洋行(7472) 2022年３月期 第３四半期決算短信

5

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 659,656 1,119,536

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 450,286 113,954

為替換算調整勘定 △3,932 94,238

その他の包括利益合計 446,353 208,193

四半期包括利益 1,106,010 1,327,729

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,106,010 1,327,729

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。なお、当第３四

半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

　


